
精神科

診療科目：一般精神科、心療科、児童精神科、リエゾン精神科、老年精神科

診療科担当研修責任者名：

未定（精神科診療科長）

診療科連絡先担当者名：

未定（精神科エデュケーショナルマネージャー）

受入期間：1ヶ月以上 同時受け入れ可能数：5人以内

診療科の概説・特徴 診療科研修の特徴

最新の国際的診断基準の導入やエビデンスに基づいた診療など、優れた精神科臨床

の実践を目指している。最近では、うつ病の増加、児童の心の周題、 認知症の増加な

ど、精神医療のニーズが非常に高まっており、当科では、こうした様々な疾患に十分

対応できる臨床医の育成に取り組んでいる。診断学と治療学は臨床上、最も大切な技

能であり、指導医はこうした技術を十分に習得できるよう努力している。今後爆発的な

需要が見込まれる児童思春期精神医学についても、専門医を養成するため、国内の専

門機関との人材交流などのプログラムを用意している。活発な臨床活動から生じる様々

な疑問を解決しようとする姿勢を重視し、約10領域の臨床研究グループが、新しい知

見を国内外に精力的に発表している。

午前中は主に外来、午後からは入院研修を行う。外来研修では、最初に新患患者の

予診を行い、その後診断学について専門的教育を受けた上級医師と共に診察を行った

上で、診断及び治療方針を確定する。当科研修中は毎日これを繰り返すことで、診断

学について習熟できる。

入院研修ではプライマリケアで扱うことの多いうつ病、不安障害、認知症、意識障

害（せん妄）や統合失調症を中心に3症例以上を担当する。研修医は2~3人で構成され

る主治医グループの一員として診察にあたり、主治医グループ全員参加による週1回の

グループ回診、及び毎週火曜日に行われる医師全員参加による検討会に参加する。検討

会では、詳細な総括を作成し、新入院患者全負に対して面接を行い、診断及び治療方針

について活発な議論を行う。更に入院中の患者全員についても毎週ショートプレゼン

テーションを行うため、 全医師が全患者の情報を共有し、グループ以外の医師からも

多くの助言を得られる。

症例検討会では診断に悩む症例や治療困難症例などについて文献的考察を行った上

で活発な議論が交わされる。時季が合えば上級医に帯同して全国規模の学会やセミナー

に参加することができる。

♢♢学会認定専門医数♢♢

日本精神神経学会専門医18人、日本臨床精神神経薬理学会専門医3人、こどものこころ専門医3人、日本小児精神神経学会認定医2人、日本児童青年精神医学会認定医1人

♢♢学会認定指導医数♢♢

日本精神神経学会指導医14人、日本臨床精神神経薬理学会指導医2人、こどものこころ指導医1人


